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小
海
町
で
は
現

在
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
六
名

の
み
な
さ
ん
が
、

町
が
推
進
す
る
新

規
事
業
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
、
事
業
継

承
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。
昨
年

十
二
月
に
着
任
し
た
方
は
、「
鞍

掛
豆
ど
う
ふ
」
の
継
承
者
と
し
て
、

午
前
二
時
か
ら
始
ま
る
豆
腐
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
任
期
が
終

了
し
た
五
名
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
自
立
を
し
て
定
住
し
て
い
る
。

　

鳥
取
県
智
頭
町
で
「
野
生
の
菌

の
み
で
の
発
酵
」
に
こ
だ
わ
り
、

自
家
製
酵
母
で
パ
ン
と
地
ビ
ー
ル

を
つ
く
る
渡
邉
さ
ん
は
、
今
年
の

酒
種
（
日
本
酒
）
を
使
う
パ
ン
の

麹
菌
に
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
。

毎
年
、
赤
や
黒
や
青
の
カ
ビ
が
多

か
っ
た
が
今
年
は
す
ぐ
に
緑
色
の

き
れ
い
な
麹
菌
が
採
取
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
で
人
々
の
往
来
や
工
場
の

稼
動
が
制
限
さ
れ
、
空
気
中
の
化

学
汚
染
物
質
が
少
な
く
な
り
、
自

然
環
境
が
良
く
な
っ
た
影
響
で
は

と
話
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
か
ら
一
年
、
世
の
中
の
状
況
は

大
き
く
変
化
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、

こ
れ
か
ら
本
当
に
必
要
な
も
の
は

何
か
、
豊
か
な
暮
ら
し
と
は
何
か
、

考
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　

令
和
三
年
一
月
三
日
㈰
小
海

町
成
人
式
が
、
小
海
町
総
合
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
男
性

十
六
名
、
女
性
三
十
名
の
計
四

十
六
名
で
、
当
日
は
三
十
二
名

の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
式
典
の
規
模
縮
小
や

祝
賀
会
の
中
止
な
ど
、
例
年
と

は
大
き
く
様
子
の
異
な
っ
た
式

と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

も
、
成
人
式
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
を
し
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
と

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
海
町
長
か
ら

成
人
者
の
心
構
え
や
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
記
念
品
の
写
真
立
て
が

贈
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

木
村
汐
音
さ
ん
が
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

の
先
生
か
ら
は
、
当
時
の
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
恩
師

の
先
生
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
式
典
会
場
へ
掲
示
し

ま
し
た
。
当
時
の
学
校
生
活
を

思
い
出
し
、
懐
か
し
さ
か
ら
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
る
和
や
か
な
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
黒
澤
伸

太
さ
ん
か
ら
、
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
の
言
葉
と
、

成
人
と
し
て
の
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
海
町

出
身
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
映
画
監
督
で
あ

る
新
海
誠
さ
ん
か
ら

の
お
祝
い
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映

し
、
簡
素
な
中
に
も
、

一
つ
の
区
切
り
と
な

る
大
変
有
意
義
な
成

人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
、

今
後
の
更
な
る
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

前
日
が
雪
で
心
配
し
ま
し
た

が
、
一
月
三
日
の
当
日
は
素
晴

ら
し
い
冬
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
と

て
も
気
持
ち
の
良
い
成
人
式
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で

の
成
人
式
。
例
年
の
式
と
同
じ

よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
学
生
の
時
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
も
来
て
く
だ
さ
り
、

更
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て

新
海
誠
監
督
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
届
い
て
お
り
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

新
海
誠
監
督
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
、
監
督
自
身
の
成
人
式

の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、“
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
な

…
。”“
友
達
い
た
な
…
。”
と
、

な
ん
と
な
く
し
か
覚
え
て
い
な

い
と
の
事
。
多
分
私
達
も
、
あ

と
数
年
も
経
て
ば
、
成
人
式
の

細
か
い
部
分
ま
で
は
覚
え
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
み
ん
な
が
元
気
で

集
ま
れ
た
事
は
忘
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

成
人
と
な
り
、
大
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
私
達
で

す
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友

人
達
は
い
い
意
味
で
全
く
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
み
ん
な
で
集
ま

れ
ば
中
学
生
か
と
思
え
る
ほ
ど

の
元
気
な
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
み
ん
な
と
集

ま
り
話
す
機
会
は
今
後
中
々
な

い
と
思
う
の
で
、
式
後
に
思
い

出
話
や
将
来
の
夢
の
話
な
ど
が

で
き
、
と
て
も
幸
せ
な
時
間
を

過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
小

海
町
を
離
れ
て
夢
を
追
う
友
人

も
い
れ
ば
、
小
海
町
に
残
り
働

い
て
い
る
友
人
も
い
ま
す
。
一

人
一
人
向
か
っ
て
い
る
夢
も
道

も
違
い
ま
す
が
、
み
ん
な
が
自

分
ら
し
く
進
ん
で
い
っ
て
欲
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

私
も
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
海
誠
監
督
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

小
海
町
の
自
然
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
で
す
。
疲
れ
た
時
は
、

小
海
町
の
豊
か
な
自
然
を
思
い

出
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご

し
た
時
間
を
バ
ネ
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
成
人
式
を

開
催
で
き
た
の
も
、
小
海
町
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
運
営
に
携
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
育
委
員
会

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
私
達

の
為
に
素
晴
ら
し
い
式
を
挙
行

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
成
人

　木
　村
　汐
　音

（
馬
流
清
水
町
）

（205）

令
和
三
年
小
海
町
成
人
式
開
催
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『図書館は休館中に何をしていた!?』
　利用者の方々には大変ご不便をおかけいたしましたが、5日間の休館日をいただき「蔵書点検」を行いました。
　現在図書館の蔵書数は約47,000冊あり、毎日多くの方々にご利用いただいております。
それらの資料（図書）が正しい場所にあるか、また無くなっている資料はないか、点検す
ることを「蔵書点検」といいます。
　実際には以下の様に作業を行います。
①本に貼ってあるバーコードをハンディ機器を使って所蔵資料一冊ずつ全て読み取ります。
②読み取った資料情報を登録システムに取り込み、所蔵情報と突合し、所在不明資料の一
覧を作ります。所在不明資料を館内くまなく、見つかるまで職員総出で探します。
③間違った場所に置かれている資料はないか、分類番号順に並んでいるか念入りに配架整
理を行います。
　一通りの点検が終了したら、残っている時間を使って棚の清掃、大掛かりな配架移動、
資料の補修など普段まとまってできない様々な作業を行います。このように多く
の利用者に必要な資料をきちんとご提供できるように蔵書点検を年に一回行って
いるのです。
　図書館では感染症予防対策として館内の換気、消毒、マスクの着用を行って
います。返却本につきましても消毒後２日間保管し、その後配架するなど予防
対策に努めていますので皆様のご協力をお願い致します。

■父と娘の認知症日記
　長谷川和夫・南髙まり
認知症は今や私達の身近なもの。認
知症専門医の父親が「認知症」にな
り、家族としてどう向き合い過ごし
ていくのか。それぞれの不安を乗り
越え、認知症と共に生きていくヒン
トがつまった一冊。

■花束みたいな恋をした　坂元裕二
「Mother」「カルテット」など名作ド
ラマを生み出した脚本家の映画シナリオ。
好きな映画や作家が一緒で恋に落ちる男
女の出会いから別れが、坂元さんならで
はの印象的なセリフで書かれます。人物
描写に奥行きを与える登場作家や作品は
なに？読んでみてのお楽しみに！

み ん な の 楽 集 館
親子ふれあいスケート教室開催

蔵書点検が終了今月の図書館

　元気な小海っ子事業として、子育て支援課・生涯学習課共催の親子
ふれあいスケート教室が12月20日、27日、1月17日に開催され、延
べ156名の親子が参加されました。この教室は、南佐久スケート協会
・スポーツ推進委員・厚生体育部員の皆さんにご指導・ご協力をいた
だき、保育園児、小学生の親子を対象に、スケートの体験・スケート
人口の増加を目的として行われました。
　初めてスケートをする子どもたちは、初めのうちはイスにつかまり
ながら滑っていましたが、講師に滑り方・止まり方を教わるとみるみ

るうちに上達していました。
　何度かスケートをしたことがある子どもたちは、講師に上手な身体の使
い方等を教わった後、白熱したリレー勝負を見せてくれました。
　来年度もスケート教室を予定しています。初めてスケートを滑るお友達、
何度か経験したけどもっと上手に滑りたいお友達など、たくさんの皆さん
の参加をお待ちしております。
　小海町民の小学生以下の方は滑走料金が無料です。ぜひ来シーズンも大
勢の方々にスケートセンターを利用してほしいです。

新刊ピックアップ

2月の企画コーナー
◆巣ごもり手芸はじめませんか
◆鬼が集う
◆思いやりの心で感染防止
◆バカヤロー　
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …２月号…
Vol.51

共育の広場

　昨年12月18日、5年生が千曲川の災害復旧工事現場の見学に
出かけました。令和元年の台風19号は日本中に甚大な被害をも
たらし、小海町でも様々な被害がありました。現在、千曲川護岸
等の復旧工事を担っている地元建設業者から、工事の見学につい
てのお話をいただき、5年生が理科の学習で「流れる水のはたら
き」について学習していることから、今回の見学となりました。
　記録的な大雨でもたらされた被害の様子や、どのような工事が
行われているのか等について、実地で確認しながら説明をうかが
い、あらためて自然災害の恐ろしさや防災工事の大切さについて学ぶことができました。

　毎週水曜日朝7：50より行っていた、3年生役員中心の生徒会活動
であるアルミ缶収集活動が終了しました。令和2年は、コロナ禍で6
月より活動をさせていただきました。アルミ缶収集ボランティアの方
をはじめ、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をいただき、
心より感謝申し上げます。ボランティア
でお世話になった小池さん、堀込さんに
生徒会長沼田さんより「これまでご協力

ありがとうございました。」とお礼を、また新生徒会長新津さんからは「これから
は、僕たちが引き継ぎます。よろしくお願いいたします。」とそれぞれがお伝えし
ました。ボランティアを代表して小池さんからは、「中学生のみなさんと活動する

ことで、私たちが元気をもらい
ました。また、いつでも協力しますので、声をかけて下さ
い。」と温かなお言葉をいただきました。その後、業者に令
和2年に収集した空缶（大袋7つ）をすべて回収していただ
きました。休み明け、令和3年1月13日㈬からは、2年生生
徒会役員を中心に活動が引き継がれ、1度で大袋半分にもな
る、大量のアルミ缶が収集できました。

　小海高校では、12月18日にウィンターフェスタが開催されました。例年よりも短い時間の中での開催となり
ましたが、新生徒会の役員が中心となり、さまざまな企画を実施してくれました。
　その中で特に盛り上がりを見せたのは、全員参加型の○×クイズです。出題される問題に対し、学年の垣根を
越えて一緒に考えたり、笑い合ったりする新鮮な姿を見ることができました。
　また、文化班発表では、吹奏楽班・演劇班・軽音楽班が今までの練習の成果を発揮し、それぞれの演奏や演技
で会場を温めてくれました。
　このウィンターフェスタを通し、
会場の設営や準備、司会の進行など
一生懸命に進めてくれた生徒会の姿
から、一年生たちは多くのことを学
ぶことができたと思います。次年度
自分たちが生徒会を引き継ぐ際に、
今回先輩たちから学んだことを生か
していってほしいと思います。

小海小学校 千曲川災害復旧工事現場見学

小海中学校 アルミ缶収集活動へご協力ありがとうございました。引き続き協力をお願いいたします。

今! 小海高校 ウィンターフェス開催!



第 5 2 5 号 令和3年2月12日(　)5 小 海 町 公 民 館 報

　「先生、あのね！」私のところに駆け寄ってきて色々
な話をしてくれる子どもたち。私はその一生懸命なまな
ざしが大好きです。昨年の三月に大学を卒業し、夢であ
った先生になりました。教員生活で起きることは全てが
初めてで、不安で、そんな時に私を助けてくれたのは一
番近くにいる子どもたちでした。「はじめてにしては先
生やるの上手だよ。」子どもたちの素直すぎる言葉にた
くさん救われました。みんなの元気いっぱいな声と、勉
強に向かう真剣な表情と、とびっきりの笑顔は間違いな
く私の原動力になっています。
　慌ただしく過ぎていくある日、「先生はみんなより少
し先を生きているから先生」という恩師の言葉を思い出
しました。いつの間にか私も子どもたちにとって“先を
生きる存在”になっていたと、はっとしました。まだま
だ子どもたちに教えられること、気づかされることの方
が多い私ですが、目の前の子どもたちにとって家族の次
に身近な“先を生きる存在”として、子どもたちにしっ
かりと寄り添いながら、今の私が伝えられることを精一
杯伝えていきたいと思います。
　子どもたちが教えてくれた魅力いっぱいの小海町で教
員としての第一歩が踏み出せたこと、今を生きる子ども
たちと多くの時間を共にできることに感謝し、教員生活
の一瞬一瞬を大切にしながら子どもたちと一緒に成長し
ていきたいと思います。

熱 い 共 育 人
小海小学校
3年2組担任

大池 彩央

vol.49
教育委員会情報　1月

●学校給食運営委員会（令和3年1月21日）
・令和 2 年度の給食運営状況を報告しました。
・令和 2 年度の給食食材等の放射性物質測定状況

を報告しました。
・令和 3 年度の給食運営計画を協議しました。
●町教育委員会・中学校組合教育委員会

1月合同定例会議（令和3年1月26日）
・児童生徒の近況を報告しました。
・令和 3 年度の予算概要について協議しました。
●第3回学校運営委員会（令和3年1月29日）

・学校運営委員による授業参観の感想を述べ合い
ました。

・新型コロナウイルス感染症防止対策による学校
運営について協議しました。

・令和 3 年度の学校運営について協議しました。

　令和2年度、文部科学省が進めるGIGAスクール
構想の「一人一台端末」のパソコン整備として、町
では6月議会に補正予算を計上し、準備を進めてき
ました。今回、小中学校の児童生徒と教職員全員に、
パソコンの配備が完了しました。
　時代のデジタル化に加えWithコロナで、これか

ら授業の
スタイル
や電子化
が更に進
むように
感じられ
ます。
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堀内正美さんマスターズ陸上
「日本三傑章」を受章

　令和元年7月14日㈰に松本市の
県松本平広域公園陸上競技場に於
いて、第30回長野県マスターズ
陸上競技選手権大会が開催され、
馬流高根町の堀内正美さんが、円
盤投げとハンマー投げの90歳以
上の部に出場しました。堀内さん
はそれぞれ長野県記録となる優秀
な成績で優勝され、令和元年のハ
ンマー投げの記録を集計した結果、
全国で3位の記録となり、今年1月4日に長野マスターズ
陸上競技連盟から日本三傑章の表彰をされました。
　昨年は、コロナウイルス感染症の影響で各都道府県の
大会が中止となりましたが、今年、開催された場合には
出場をしたいと強い決意を述べられました。又、堀内さ
んは20年以上マスターズ大会に連続出場され、85歳か
ら89歳の部でも長野県記録を保持されています。
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を
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GIGAスクール　一人一台パソコン
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冬のアクティビティが始まりました！

　松原湖(猪名湖・長湖)が全面結氷し、氷上わかさぎ釣りが解
禁になりました。
　猪名湖の解禁日・2021年1月2日㈯には約500名の釣り人が
おり、中には400匹以上釣った方もいらっしゃいました。
　氷上でのわかさぎ釣りは3月上旬まで楽しめます。

　小海リエックススキーバレーは12月12日に本オープンし
ました。
　様々なコースで、家族や友人同士、スキーやスノーボード
を楽しんでいました。
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町政に対するご意見・対応一覧表
　本間十二社の修繕に対して教育費として216万円の補助金が出されているが、本間十二社はど
ういった施設か。もし神社ならば、補助をする基準と理由は何か。私の地元区にも神社があるの
で、補助の基準等について説明して欲しい。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　本間十二社は、昭和48年9月26日に小海町指定有形文化財に指定されています。小海町指定
文化財保護条例　第10条「小海町指定有形文化財の管理又は修理につき多額の経費を要し、所
有者がその負担に堪えない場合には、町はその経費の一部に充てさせるため、当該所有者に対し、
補助金を交付することができる。」の規定により、所有者である本間区より老朽化した本間十二
社の改修経費に対して補助金交付の申請がありましたので、令和元年度の事業として本間区に改
修経費の二分の一の補助金を交付しました。貴区の神社も該当するようでしたら、同様の手続き
で進められますので、生涯学習課までお問い合わせください。

　小海町が発注する建設工事並びに建設工事に係る測
量、調査、設計及び工事監理の業務の委託契約につい
ての競争入札に参加を希望する方、また小海町が発注
する物品の製造の請負及び納入等について、競争入札
参加資格の取得を希望する方は、申請書と必要書類を
作成し役場総務課総務係へ提出してください。 
　※申請書は、町のホームページの行政情報に掲載さ
れていますのでご利用ください。
　※提出の際には、Ａ 4 ファイルに書類をまとめて提
出してください。

〈受付期間〉令和 3 年 2 月 1 日～ 2 月28日
 （土・日曜日、祝祭日を除く）

　　　　　　なお、受付期間終了後も随時受付してお
ります。

〈受付時間〉午前 8 時30分～午後 5 時15分
〈有効期間〉今回付与する入札参加資格の有効期間は、

原則として令和 3 ・ 4 年度の 2 年間（令
和 3 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月31日ま
で）となります。

〈提出方法〉郵送または直接、役場 総務課 総務係ま
で提出してください。

〈お問い合わせ・提出先〉
　小海町役場　総務課総務係
　〒384−1192　小海町大字豊里57−1　℡ 0267−92−2525

生

涯

学

習

課

事業主、事業所を経営されている皆様へ

令和3・4年度入札参加資格審査申請についてのお知らせ

憩うまちこうみ事業のターゲットについて
　憩うまちこうみ事業では、「訪れる人すべてが憩える町」を目指し、「健康経
営」という考え方を採用している企業等に対して、町の資源活用を提案しています。
「健康経営」とは、企業が従業員の健康に配慮することによって、経営面においても大きな成果が期待
できるという考え方です。
　憩うまちこうみ事業の核となるリ・デザイン
セラピーは、小海町の豊かな自然、健康的な食、
個性豊かな人々といったコンテンツを有効活用
した福利厚生や研修のためのプログラムです。
町は「健康経営」を目指す企業等へこのプログ
ラムを提供し、町の活性化を目指しています。
　お問合せ先　総務課渉外戦略係　92－2525

憩
いこ

うまちこうみ　レポート 16
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町税等納期のお知らせ 〈令和3年2月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと、督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
　2　月26日㈮

国民健康保険税 介護保険料（普通徴収） 後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

８期 ８期 ８期

令和２年度末が迫ってまいりました。今年度の税金等の納付忘れはございませんか？
４月以降新年度分の課税が始まるため、税金等の納付忘れがないかもう一度ご確認をお願いいたします

町から所得税・町県民税の申告相談について
　令和３年２月１６日（火）から３月１５日（月）までの期間に、役場２階の中会議室において
所得税・町県民税の申告相談を開催します。申告における注意点等は１月下旬に全戸配布しまし
た「申告相談のお知らせ」をご確認ください。

●持ち物について
◇申告相談には、源泉徴収票等の必要書類を必ずお持ちください。また、税務署から「確定申告

のお知らせ」等のはがきや書類が届いている方は、忘れずにお持ちください。

●留意事項
◇初回の住宅借入金特別控除及び医療費控除（又はセルフメディケーション税制控除）の適用を

受けるには、確定申告が必要です。
◇国民健康保険では、前年中に所得がない、又は世帯の所得が一定額以下の場合、国民健康保険

税の軽減がありますが、その場合は申告していないと受けることができませんので、ご注意く
ださい。

●令和２年の主な税制改正
◇令和２年分の申告から、ひとり親控除が創設され、未婚のひとり親である場合に控除が適用で

きるようになりました。また、併せて寡婦（夫）控除も改正されました。
◇給与及び公的年金控除の引き下げ、基礎控除の引き上げに関する改正に伴い、給与所得及び公

的年金所得を有する場合は、「所得金額調整控除」が適用できるようになりました。

※給与所得及び公的年金所得を有する場合の所得金額調整控除の適用を受ける場合は確定申告
が必要です。

※上記税制改正について、詳しくは「申告相談のお知らせ」をご覧ください。
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●新型コロナウィルス感染症対策について
◇受付時に検温及び問診をします。37.5度以上の発熱がある場合や、咳などの風邪の症状があり

体調がすぐれない場合、無理をせず後日ご来庁ください。
◇役場庁舎内では常時マスクを着用していただき、受付時及び申告会場への入室時に手指消毒を

お願いいたします。
◇会場内ではこまめな換気・消毒を実施します。
◇感染リスク軽減のため、積極的にご自宅からパソコン、スマホで確定申告ができる「e-Tax」

をご利用ください。税務署や役場に行く手間がかからずに、確定申告をすることができます。
「e-Tax」について、詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

●その他
◇確定申告関連の書類を役場町民ロビーに設置してありますので、必要な方はお早めに御利用く

ださい。（数に限りがありますのでご了承ください。）

　ご不明点は、役場税務係までご連絡ください。　電話　９２－２５２５

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

感染リスク軽減のために「ご自宅から感染リスク軽減のために「ご自宅からee-e--TaxTax」をご利用ください

確定申告会場への来場確定申告会場への来場を検討を検討されている方へ

 新型コロナウイルス感染症の感染リスクを軽減するため、ご自宅から申告できるe-Taxを
ぜひご利用ください（詳しくは裏面をご確認ください）。

 申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。e-Taxで分からない
ことがある場合についてもお電話でお尋ねいただけますので、ぜひチャレンジしてください。

確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要です
 会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、入場できる時間枠が指定さ

れた「入場整理券」が必要です。
 入場整理券は各会場で当日配付しますが、LINEを通じたオンライン事前発行も可能

です。オンライン事前発行の詳しい方法は裏面をご確認ください。
 入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。

当日の配付状況は、国税庁ホームページから確認できます（令和３年２月16日掲載開始予定）。

佐久税務署での確定申告を
検討されている方へ
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スマホやパソコンでご自宅から申告がスマホやパソコンでご自宅から申告ができます

入場整理券は国税庁の入場整理券は国税庁のLINELINE公式アカウントからも取得できます
ＳＴＥＰ１

国税庁を「友だち追加」
ＳＴＥＰ２

「相談を申し込む」を選択
ＳＴＥＰ３

税務署・希望日時を選択
ＳＴＥＰ４

申込完了→会場で提示

入場時には
こ の 画 面 を
ご提示ください

LINEアプリから国税庁LINE公式アカウントを友だち追加ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ４

国税庁
ＬＩＮＥ公式アカウント

「トーク」画面から「相談を申し込む」を選択

税務署や来場希望日時を選択

内容を確認して「申込」をタップすれば完了、入場時に申込完了画面を提示すればOK
※ LINE公式アカウントからの事前発行は、１月中旬以降サービスを開始する予定です。

※ LINEのホーム画面で「国税庁」また
は「＠kokuzei」と検索しても友だちに
追加できます。

「国税庁ホームページ」へアクセス

税務署に行く手間がかかりません

１
STEP

申告書を作成２
STEP

申告書を提出３
STEP

国税庁ホームページからe-Taxで送信

印刷して郵送等で提出

国税庁ホームページから

印刷して郵送等で提出

確定申告

〒

e-Taxの送信方法は２通り
マイナンバーカード方式
①マイナンバーカード

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

プリンタをお持ちでなくても、コンビニ等のプリントサービス
（有料）を利用すれば、印刷できます。

ID・パスワード方式に対応した
ID・パスワード

ID・パスワード方式
① ID（利用者識別番号）
② パスワード（暗証番号）

確定申告期間中は24時間いつでも利用できます

スマートフォンやパソコンで
簡単に申告書が作成できます

画面の案内に従って入力すれば、税額などが自動計算され、
簡単・便利に作成することができます

確定申告書の
作成はこちらから

又は

② マイナンバーカード読取対応のスマート
フォン又はICカードリーダライタ

確定申告会場で、既にID・パスワード方式の届出を提出された方は、
申告書控えと一緒に受け取った「ID・パスワード方式の届出完了通知」を
ご確認ください。

※ ID・パスワード方式はマイナンバーカード等が普及するまでの
暫定的な対応です。
マイナンバーカードの早期取得をお願いいたします。

ID・PWが目印



令和3年2月12日 第 5 2 5 号 (　)12役場からのおしらせ

令和3年4月からのごみ収集について

町民生活応援事業を実施します

可燃ごみと生ごみを令和 3 年 4 月 1 日から佐久平クリーンセンターに処理を委託します。
それに伴い、分別の方法・収集日が変更となります。

●分別の方法（ご家庭内での分別）　①②のどちらでも可能です。
①今までどおり可燃ごみと生ごみに分別し、それぞれ別の袋で出す。
②可燃ごみと生ごみを分別せずに同じごみ袋に入れて出す。
＊可燃ごみと生ごみを入れる袋は大・中・小いずれも可能です。
＊一袋のごみの重さは10kg以内を目安としてください。
＊可燃ごみと生ごみ以外の不燃ごみ、資源ごみ、プラごみの分別に
　ついては今までと変更ありません。

●収集（ご家庭からごみを出す曜日）
・ごみの分類の収集曜日が変わります。（令和 3 年 4 月から）

・収集の地区グループが変わります。（令和 3 年 4 月から）

　町では、冬期間の暖房費等町民の在宅生活を支援し、経済的負担の軽減を図ることを目的に小海町町民生活
応援事業を実施します。

対象世帯は以下のどちらかの要件を満たす世帯です。

①令和 3 年 1 月 1 日現在において、住民基本台帳に登録され、実際に居住し、令和 2 年度の町民税のうち所得
割が課されていない世帯。

 ただし、他の課税世帯と生計同一と認められる世帯、福祉施設等入所世帯、長期入院世帯（満 1 年以上）及
び過年度分の町の徴収金に滞納のある世帯を除く。

②18歳以下（本年度末現在）の子どものいる世帯。ただし、過年度分の町の徴収金に滞納のある世帯を除く。

交付額は、１世帯あたり10,000円です。

・10,000円分のPねっと商品券が交付されます。（商品券の有効期限は令和3年 4 月30日までです。）

町民生活応援券交付申請書兼受領書を役場窓口に提出していただきます。　　

・役場から対象世帯へ「町民生活応援券交付申請書兼受領書」が郵送されていますので必要事項を記入の上、
令和 3 年 3 月31日（水）までに役場窓口に提出してください。

・申請書兼受領書の確認後、その場で商品券を交付いたします。

※令和 2 年 1 月 2 日以降に転入された方がいる世帯は所得の判定ができないため、要件を満たすと思われる方、
又は、要件を満たすのに通知が届かないという方は町民課社会福祉係までお問い合わせください。

月 火 水 木 金
新 可燃及び生 プラ 不燃（月 1回） 資源（月 1回） 可燃及び生
旧 可燃 生 不燃（月 1 回） 資源（月 1 回） プラ

Ａ地区 不燃・資源ごみ　基本 1 週目 本間下、本間上、溝の原、五箇、杉尾、馬流
Ｂ地区 不燃・資源ごみ　基本 2 週目 宮下、本間川、鎰掛・二夕小池、八那池、松原、芦平、稲子
Ｃ地区 不燃・資源ごみ　基本 3 週目 親沢、川平、卒道、笠原、宿渡、土村、東馬流
Ｄ地区 不燃・資源ごみ　基本 4 週目 箕輪、芦谷、小海原、中村、本村、大州、大畑
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ひとり親世帯臨時特別給付金の基本給付の支給を受けたひとり親家庭の方
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変したひとり親家庭の方へ

ひとり親臨時特別給付金の申請はお済ですか

小海高校野球部から　～町民の皆様に～

・ひとり親世帯臨時特別給付金基本給付の支給を受けている方（児童扶養手当が支給されている方）
　➡新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少した。
　　☞収入が減少した事実があれば、減少額や割合に基準はありません。

・ひとり親世帯臨時特別給付金基本給付の支給を受けていない方（児童扶養手当が全部停止になって
いる方・児童扶養手当の認定を受けていない方）

　➡新型コロナウイルス感染症の影響で収入が児童扶養手当を受給している方と同水準になっている 
　　場合
　➡児童扶養手当の支給要件に該当している場合　

申請期限は令和3年2月26日までとなります。
支給要件や申請についてご不明な点がある方は小海町役場（92−2525）までご連絡ください。

　本年度は、本校野球部の活動においても新型コロナウイルスの影響を大
きく受けることとなりました。しかし、多くの皆様の応援とご支援により、
夏の選手権（代替）大会へ参加することができました。生徒たちは感謝の
気持ちを「何かの形で恩返しできないか」と考え、地域のボランティア活
動や、ゴミ拾い、少年野球のお手伝いなどをすることとしました。
　まずは、野球をやっていることを生かした活動ということで、小海・佐
久穂の少年野球のお手伝いをさせていただきました。小学生たちは非常に
喜んでくれ、生徒も野球を始めたころを思い出すよい機会となりました。
また、誰かに喜んでもらえるという経験は、生徒にとってもたいへん貴重
なものとなり、継続して行っています。
　少年野球での活動は“特別なこと”をきっかけに始めたものでしたが、
日頃から地域の皆様に応援いただき活動していることに、対しても何かできないかという思いから、冬の間の
短時間ですが国道のゴミ拾いをしています。特に、国道は多くの方々が通ることから、この地域が少しでも美
しく見えればという思いもあります。また、生徒にとっては地域に目を向けるよい機会でもあり、地域の様々
な場所やお店を知り、地域の皆様と交流する機会になればと考えています。
　生徒には、高校生として 3 年間通うだけの場所ではなく、地域に関わった一人として、地域のために少しで
も力になれる人間に成長して欲しいと願っています。生徒が自分たちで考え、始めた活動ですが、地域の皆様
から声をかけていただけることを励みに、今後も頑張っていきます。

小海高校野球部
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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−フォトトピック−
～長野県農業会議

会長表彰が贈られました～

山口前会長は、令和 2 年 1 月31日の任期満了まで小
海町農業委員として 4 期12年在任され、2 期 6 年間
にわたり会長職を務めていただきました。この度、山
口前会長の長年の功績に対しまして、長野県農業会議
会長表彰が贈られました。誠におめでとうございます。

写
真
：
前
小
海
町
農
業
委
員
会
長

山
口
　元
吉

　氏
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子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・ 3月 4日㈭　10時〜　「大きくなったね」

児 童 館 事 業
★子ども教室
・ 3月10日㈬　放課後〜　「風船バレー」

３月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２−２５８０

※各教室は新型コロナウイルス等感染症予防のため延期、又は中止になることもありますのでご了承ください。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～
◆白樺結婚相談
　（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・ 3月21日㈰　13時30分～16時
　　佐久穂町社会福祉協議会こまどり支所

（八千穂老人福祉センター）
◆小海町結婚相談
月〜金曜日の 8時30分〜17時15分まで、小海
なかよし児童館にて受付けております。
お気軽にご相談ください。

※相談はご本人でもご家族でも結構です。

子ども教室「しめ縄作り」
　12月16日の子ども教室は、しめ縄作りを行
いました。手をすり合わせてねじっていくとこ
ろが難しかったですが、老人クラブや子育てサ
ポートこうみの皆さんに教えていただき、作り
上げることができました。児童たちは自分で作
ったしめ縄を各家庭に持ち帰りました。

小海保育所 来入園児一日入園
日　時　2月19日㈮　9時〜11時（予定）

（受付8時30分〜）
場　所　小海保育所
対　象　令和3年度4月から入所予定の
‥ 新入園児親子
持ち物　親子の上履き・資料・筆記用具
問い合わせ　小海保育所　℡：92－2351

＊元気な小海っ子見守り隊
地域ぐるみで安心安全な環境作りのため、見守り活動と次世代を担う子ども達の育成支援

＊子育て孫育てサポート
地域の方が、児童館や保育所、子育て支援センターの教室をサポート

＊学習ボランティア
小学校の授業の補助、子ども活動の補助等小学校を中心としたボランティア

子育てサポートボランティア募集！
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.183

小海町赤十字奉仕団活動報告
視察研修
　昨年11月26
日㈭16名の皆
様に参加いただ
き、長野県赤十
字歴史資料館に
て奉仕団の歴史、
献血事業の実際､災害時の役割等を学び貴重な体
験ができました。

献血ルーム体験キャンペーン
　1月11日㈪イオンモール佐久平にて、嶋田利子
副委員長、浅井章江委員が派遣されました。400
㎖採血215名の方にご協力いただきました。

　令和3年1月に新和オート様より車椅子搭乗可能
な福祉車両１台をいただきました。大切に使わせて
いただきたいと思います。有難うございました。

長野県共同募金会小海町支会より
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動結果報告

地区名 会員（口）数 金額（円） 地区名 会員（口）数 金額（円） 地区名 会員（口）数 金額（円）
本　間　下 80 147,000 八　那　池 75 138,000 卒 　 　  道 15 23,000 
本　間　上 59 110,200 松 　  　 原 49 75,285 笠 　 　  原 15 16,000 
宮 下 21 36,000 芦　　　平 13 33,000 宿　　　渡 27 50,500 
本　間　川 31 62,000 稲　　　子 55 58,000 土 村 南 町 76 102,900 
溝　の　原 21 34,500 二 タ 小 池 41 45,000 土 村 旭 町 43 89,100 
五 　 　  箇 9 17,000 箕　　　輪 22 24,000 土 村 栄 町 52 102,000 
杉　　　尾 16 15,500 芦 　 　  谷 68 78,000 土村清水町 33 64,000 
馬流 元 町 44 44,000 小　海　原 10 17,000 東　馬　流 85 100,500 
馬流高根町 28 54,000 中 　  　 村 18 34,500 大 　  　 州 10 19,000 
馬流 本 町 27 54,000 本 　  　 村 60 115,000 大 　  　 畑 62 66,000 
馬流清水町 36 48,000 親 　  　 沢 67 126,000 
鎰　　　掛 50 78,000 川 　 　  平 34 52,000 合 計 1,352 2,128,985 

　日赤奉仕団員の皆様が伺い赤い羽根共同募金、歳末たすけあいの募金を集めさせていただきました。
小海町の目標額は、2,200,000円でありましたが、1,352件2,128,985円の目標額に近い心温まる募金が集ま
りました。長野県共同募金会に納めさせていただき地域の助け合いや福祉活動の支援等に使われます。
奉仕団員の皆様をはじめ、町民の皆様、ご協力ありがとうございまいた。

福祉車両を
寄贈していただきました！
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小海町老人クラブ連合会「注
し め な わ

連縄づくり」
　小海町老人クラブ連合会では毎年暮れに、
わら、松、炭、豆がら、などを持ち寄り、炭
や昆布、紙垂を付けた三間ものや棒締めなど
の注連縄づくりを行っております。今年度は
新型コロナウイルスの感染予防対策もあり、
総合センターの大ホールで12月15日に行い
ました。作った注連縄は小海町内の役場をは
じめ、交番などの公共機関、施設などに配り
飾っていただいていますので、皆さんの目に
も留まっていると思います。
　注連縄の「しめ」という言葉は神様の占め

る場所という意味があるとされ、自分の家が年神様を迎
えるのにふさわしい神聖な場所であることを示すために
始まったといわれています。
　年々作れる人も減り、お店で買って飾る家も増えてい
るとは思いますが、地域の伝統である「注連縄」をこれ
からも続け、子ども達にも伝えていきたいと思っていま
す。
　毎年小海なかよし児童館で世代間交流ということで、
児童と一緒に注連縄作りを行い交流しています。今年度
も12月16日に行われました。

―老人クラブの仲間になろう！―
　老人クラブが目指すものは・・

　　生きがいづくり　　健康づくり　　仲間づくり　　地域づくり

きんろうかんしゃのひに
　

こ
う
み
ほ
い
く
し
ょ
の
え
ん
じ
の
み

な
さ
ん
が
、
や
す
ら
ぎ
え
ん
で
は
た
ら

く
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
を
お
う
え
ん
に

き
て
く
れ
ま
し
た
。



小 海 町 公 民 館 報令和3年2月12日 第 5 2 5 号 (　)18

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

　

上
田
市
立
美
術

館
で
二
月
十
三
日

か
ら
三
月
十
四
日

ま
で
「
シ
ン
ビ
ズ

ム
４
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
シ

ン
ビ
ズ
ム
」
は
、「
信
州
の
美

術
の
主
義
」
を
表
し
ま
す
が
、

新
し
い
美
術
、
真
の
美
術
、
親

し
い
美
術
の
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
年
前
よ
り
長
野

県
芸
術
監
督
の
本
江
邦
夫
氏
の

も
と
、
県
内
美
術
館
・
博
物
館

の
学
芸
員
が

所
属
を
超
え

て
交
流
し
自

由
に
議
論
で

き
る
場
を
つ

く
り
、
同
じ

立
場
で
協
議

し
な
が
ら
信

州
ゆ
か
り
の

出
品
作
家
を

選
定
、
紹
介

す
る
展
覧
会

を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

当
館
は
一
回

目
か
ら
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
参
加

し
、
新
海
誠

監
督
、
ヨ
シ

ミ
・
ハ
ヤ
シ

氏
、
丸
山
雅
秋
氏
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。
集
大
成
と
な
る
四

回
目
は
、
小
山
利
枝
子
氏
、
辰

野
登
恵
子
氏
、
戸
谷
成
雄
氏
、

母
袋
俊
也
氏
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
八
月
か
ら
は
安
曇
野
市

豊
科
近
代
美
術
館
で
、
当
館
で

も
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
作
家

を
含
め
七
名
の
作
家
を
紹
介
し

ま
す
。
長
野
県
の
美
術
の
素
晴

ら
し
さ
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
正
月
の
染
材
二
題

　
淡
雪
を
の
せ
た
南
天
の
葉
は

赤
い
実
を
い
っ
そ
う
冴
え
さ
せ
、

寒
天
に
照
り
映
え
て
美
し
い
。

漢
名
の
南な

ん
て
ん
し
ょ
く

天
燭
も
燃
え
る
よ
う

な
実
を
意
識
し
た
名
で
し
ょ
う

か
。
戦
国
武
将
は
難
を
転
じ
る

縁
起
に
因
ん
で
南
天
の
枝
を
床

に
挿
し
て
出
陣
し
た
と
か
。
ま

た
南
天
は
お
祝
い
事
に
も
使
わ

れ
ま
す
。
南
天
の
葉
に
含
ま
れ

る
特
殊
タ
ン
ニ
ン
成
分
は
食
物

保
存
に
効
果
が
あ
り
、
熱
い
赤

飯
に
葉
を
の
せ
て
重
箱
の
蓋
を

し
て
お
く
と
赤
飯
を
腐
ら
せ
な

い
と
か
。
魚
介
類
を
贈
る
際
に

は
必
ず
南
天
の
葉
を
添
え
た
も

の
で
、
殺
菌
効
果
が
有
る
と
さ

れ
ま
す
。
今
年
も
お
正
月
に
生

け
花
や
重
箱
に
飾
り
ま
し
た
。

役
目
を
終
え
た
枝
葉
幹
を
細
か

く
刻
み
ア
ル
カ
リ
水
に
浸
し
て

煮
出
し
、
染
液
に
少
量
の
酸
を

加
え
て
煮
染
め
し
ま
す
。
ア
ル

カ
リ
媒
染
で
黄
色
を
染
め
ま
し

た
。
次
は
お
節
に
は
欠
か
せ
な

い
黒
豆
で
す
。「
労
苦
を
厭
わ

ず
、
物
事
に
ま
め
に
励
め
」
の

験
担
ぎ
の
よ
う
で
す
。
黒
豆
は

大
豆
の
品
種
の
一
つ
で
黒
大
豆

と
も
言
い
ま
す
が
、
丹
波
篠
山

「
丹
波
黒
」を
始
め「
和
知
黒
」

「
信
濃
黒
」「
作
州
黒
」「
紫
ず

き
ん
」
な
ど
土
地
の
特
性
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
用
途
は
煮

豆
が
一
番
で
す
が
、
黒
豆
コ
ー

ヒ
ー
、
甘
納
豆
や
ジ
ャ
ム
も
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
黒
豆
の
皮
に

含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
色
素

が
美
容
と
健
康
に
良
い
と
黒
豆

茶
が
人
気
で
、
煮
豆
に
も
こ
の

色
素
の
発
色
を
良
く
す
る
た
め

に
赤
錆
の
浮
い
た
鉄
釘
を
入
れ

た
り
、
重
曹
を
加
え
た
り
と
工

夫
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
草
木
染

と
同
じ
手
法
で
す
。
黒
豆
染
は

地
元
の
黒
豆
五
〇
〇ｇ
を
半
日

水
に
浸
し
、
煮
出
し
て
染
液
を

取
る
こ
と
二
回
、
十
ℓ
程
の
濃

い
紫
黒
色
の
染
液
が
取
れ
ま
し

た
。
染
液
に
生
地
を
浸
し
て
一

時
間
、
生
地
は
〈
茄
子
紺
〉
に

浸
透
。
発
色
の
媒
染
テ
ス
ト
は

酢
酸
で
桜
鼠
色
に
、
ア
ル
ミ
媒

染
で
紫
鼠
色
を
得
た
の
で
絹･

木
綿
生
地
共
に
明
礬
媒
染
と
す

る
。
絹
地
は
鳩は

と
ば
ね
ず
み

羽
鼠
に
、
木
綿

地
は
青あ

お
に
び鈍

色
に
発
色
し
た
。
黒

豆
か
ら
こ
う
し
た
色
が
得
ら
れ

る
と
は
新
し
い
発
見
で
し
た
。

番
外
で
地
元
産
の
花
豆
に
も
挑

戦
。
黒
豆
と
同
じ
手
法
で
木
綿

・
レ
ー
ヨ
ン
生
地
共
に
薄
小
豆

色
を
発
色
。
豆
染
の
楽
し
い
と

こ
ろ
は
、
染
液
を
取
っ
た
後
の

豆
に
味
付
け
を
し
て
、
更
に
煮

込
め
ば
煮
豆
と
し
て
美
味
し
く

頂
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。　

上
田
市
で
シ
ン
ビ
ズ
ム
４
開
催

フォトニュース

　楽集館ミニギャラリーでは、「いでかつひこのしごと
展」として、馬流元町在住の井出勝彦さんのポスターやイ
ラスト等22点を3月末まで展示しています。

黒豆染 花豆染

上田市立美術館




